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White Paper No.7 

LV124 に適合する HUBERT 高速バイポーラ電源 

1 はじめに 

LV124 または VW80000 に準拠した自動車の電気および電子部品の電気的試験では、EUT により、

さまざまなカテゴリで高速電源が必要です。 

通常、従来の 1 象限電源は周波数帯域が低いため、最適なソリューションではありません。 

4象限高速バイポーラ電源は、自動車の電気システムをシミュレーションするさまざまな用途に対して、

最適な手段となります。 

次のセクションでは、LV124 の例からいくつかのテストを紹介します。ここでは、規格によって標準

化されたテストを行うために必要な、4 象限パワーアンプの過渡的特性について説明します。 

それぞれ必要とされるテストサイクルの回数や定義、試料の評価については考慮されていません。 

試験に必要な波形は、基本的に任意波形発生器を使用して生成されます。信号解析はオシロスコープに

電流プローブを接続し測定しています。 

4 象限高速バイポーラ電源は要求された電力を供給します。 

 

図 2.1.1：テストシステムの構成 
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2 テスト 

2.1 E-05 ロードダンプ試験 

負荷のドロップは、バッテリーの容量にもよりますが、電気的システムにおいて高エネルギーのサージ

パルスを引き起こします。 

テスト信号は、2ms 以内に電圧が 13.5V から 27V に遷移します。300ms 後、電圧は降下時間 30ms

で通常の電圧に戻ります。必要とされる出力電圧のために、アンプの動作電圧レンジは Umid に切り替わ

ります。 

EUT：抵抗負荷、R = 2.15Ω 

アンプの動作電圧レンジ：Umid 

 

図 2.1.1：CH1=Uin, CH2=Uout, CH4=Iout 

図 2.1.1 は、アンプの連続した 3 テストサイクルの出力電圧と出力電流を示しています。図 2.1.2 の

拡大波形はアンプの電圧ジャンプに対する過渡特性を示しています。 
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図 2.1.2：CH1=Uin, CH2=Uout, CH4=Iout 

 

2.2 E-06 AC 電圧重畳試験 

供給電圧に重畳することができる AC 電圧が、このテストでシミュレーションされます。このテストに

おいて、振幅 6Vpp、周波数 15Hz〜30 kHz のスライディング正弦波信号（テストケース 3）がオン

ボード電圧で重畳されています。要求される最大供給電圧は 16V であることから、アンプの動作電圧

は Ulow が選択されます。 

EUT：抵抗負荷、R = 0.55Ω 

アンプ動作電圧：Ulow 

次の図は、負荷電流が 26Ap 以上であり、周波数 25Hz と 29kHz の時のアンプの出力を示していま

す。 
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図 2.2.1：CH1=Uin, CH2=Uout, CH4=Iout；f=25Hz 

 

 

図 2.2.2：CH1=Uin, CH2=Uout, CH4=Iout；f=29kHz 
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2.3 E-11 スタートパルス試験 

このテストでは、エンジンの始動段階での供給電圧の瞬間的な電圧降下がシミュレートされています。 

テストケース 1 - コールドスタート；テストパルス “ シャープ” 

負荷：R = 0.41Ω 

アンプ動作電圧：Ulow 

 

図 2.3.1：CH1=Uin 

動作電圧は通常 11V であり、テストの最初の部分で 1ms 以内に 3.2V に降下します。ジェネレータ

の信号 Uin の最初の 400ms が図 2.3.1 に示されています。 

図 2.3.2 はテストサイクル 10.5s の時間経過が示されています。出力電圧 Uout（緑）は入力電圧 Uin

（黄）に追従しています。負荷電流 Iout（赤）は、このケースでは、通常動作の間 27A であり、出力電

圧に追従しています。図 2.3.3 は（Z1）の拡大図です。 
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図 2.3.2：CH1=Uin；CH2=Uout, CH4=Iout 

 

 

図 2.3.3：CH1=Uin CH2=Uout, CH4=Iout 
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Z1 
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2.4 E-15 逆極性試験 

ジャンプスタートは外部バッテリーや電源に逆極性接続を引き起こします。E-15 試験はこの事象をシ

ミュレーションします。EUT に対する供給電圧は、10ms 以内に 10.8V から-4V に降下します。8ms

後、電圧は、再び立ち上り時間 10ms で 10.8V に戻ります。 

EUT：抵抗負荷、R = 0.55Ω 

 

図 2.4.1：CH1=Uin CH2=Uout, CH4=Iout 

図 2.4.1 と 2.4.2 はアンプの信号クオリティを示しています。要求されている立ち上がり／立下り時間

と負の出力電圧が、アンプによって問題なく出力されています。 
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図 2.4.2：CH1=Uin CH2=Uout, CH4=Iout 

Valeo 製ワイパー用モーターを EUT とした場合の出力電圧と出力電流の時間経過を図 2.4.3 に示しま

す。 

 

図 2.4.3：CH1=Uin CH2=Uout, CH4=Iout 
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ここでは、10.8V から最小値の-4V まで電圧降下が始まる時点での、負の大きな負荷電流（赤）に注

目してください。 

3 まとめ 

LV124 または VW80000 に準拠した高速の電気的テストでは、電気システムのシミュレーション用

に高速バイポーラ電源が必要です。 

上記の例が示す通り、HUBERT の 4 象限高速バイポーラ電源は車載部品の規格試験に最適です。

HUBERT の 4 象限高速バイポーラ電源は、各種車載部品規格で要求される過渡特性・試験電圧を高い

信頼性で提供します。 

どのタイプのアンプ、またはアンプシステム（White Paper No.6：電圧・電流の拡張（直列・並列運

転）を参照）を使用するかは、要求される電力と負荷電流に依存します。 

必要なアンプの仕様に関しては、お気軽にご相談ください。 
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